
【１.基本情報】

【２.事業概要】

【３.支出（行政コスト）】
（１）人にかかるコスト

（２）物にかかるコスト

（３）総コスト

【４.収入】

【５.収支】

事業評価シート 1940030 _

193,213

001番号

水道法

直営 補助の種類※ 実施主体 岐阜市

令和元年度決算額（千円）

89,101

55,475正規職員

何を

どのくらい
（具体的
数値で）

アルバイト 0

嘱託職員

152,977

その他

計（Ｆ）

市負担額一般
財源（E－Ｆ）

平成３０年度決算額（千円）

直接経費
【直接事業費】

（Ｂ）

計（Ａ）

直接事業費の主
な内訳

項
目

56,426

238,229 326,740

平成３０年度額(千円）

230,189

平成２９年度決算額（千円）

84,689

平成３０年度決算額（千円）

平成３０年度決算額（千円）

平成２９年度決算額（千円）

56,7461,78055,475 1,750

0

令和元年度決算額（千円）平成２９年度決算額（千円）

0

277,274

平成２９年度決算額（千円） 平成３０年度決算額（千円）

0

1,669

令和元年度決算額（千円）

56,74656,4261,750

0

1,6691,780

0

持続可能な都市基盤づくりの推進 政策コード 6

昭和3

事
業
の
対
象

人件費（千円） 人日（人） 人件費（千円） 人日（人）

安全でおいしい水道水

給水要望者全員に供給する。

令和元年度
（実施内容） 給水区域内の拡張に伴う配水管布設を L=5,353m 実施した。

平成２９年度決算額 平成３０年度決算額 令和元年度決算額

人件費（千円） 人日（人）

事業の目的

給水区域内の要望者を対象に配水管の布設を行い、上水道の普及率向上を図る。

事 業 名

担当部名 上下水道事業部 担当課名

誰に
（対象者・対

象者数）

配水管布設工事

上水道事業課

- 2 - 0 - 0

実施方法

給水区域内の要望者

実施期間

水道水の要望者に安全でおいしい水を供給する。

事業の内容

根拠法令
　関連計画※

未来地図政策

年度年度～

市債 104,112 145,500

令和元年度額(千円）減価償却費
【施設管理】※

（C）

平成２９年度額（千円）

県支出金

使用料・手数料

平成２９年度決算額（千円） 平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円）総事業費（E）
＝A+D

238,229 326,740 277,274

100,491

383,166

87,751

令和元年度決算額（千円）

334,020

155,800

収入内訳

246,269

90,469

計（D）=B+C

293,704

国庫支出金



【６.コストバランス】

【７.指標】

【８.評価】

　公平性
 （受益者及び受益者負担は適正か）

　※【２】【６】【７】から

原則、受益者が使用量に応じて負担する事業であるため、公
平性は高い。

 〔総合評価〕
 （現状維持・改善（統合・縮小含む。）・廃止）

布設要望に応じるため必要性が高く、また要望者の実費負担
を得て実施するため公平性も高く事業を継続するが、申込から
工事完成までの期間短縮や契約不調等の対策のため、発注
方法、発注規模等の検討を行っていく。

　必要性
 （①目的が市民・社会のニーズに合っているか）

 （②事業を市が担う必要があるか（民間・国・県））

　※【１】【２】から

高

給水区域内の要望者に対し給水するために、必要性が高い事
業である。

国からの認可を受け市が実施する事業である。

　効率性
 （①費用対効果）
 （②他に効率的な方法がないか

　　　　　　　　　　　　 （広域・民間活用・市民協働））

　※【１】【３】【４】【５】【６】から

高

工事負担金を徴収し、布設により水道の普及が図られ料金収
入の増加につながることから、費用対効果は担保されている。

国からの認可を受け市が実施する事業である。

　有効性
 （期待した効果が得られたか

　又は計画した将来に効果が得られる見込か）

　※【２】【７】から

高
上水道の普及促進を図り、安心・安全で快適な生活環境づくり
に貢献しているため、有効性は高い。

高

現状
維持

目標値 - - -

実績値 - - -

評価項目 評価 理由（可能な限り定量的又は定性的な指標を用いて説明）

アウトカム評価 （アウトプットによりもたらされた成果）

成果指標名 - 単位 -

平成２９年度 平成３０年度 令和元年度

平成２９年度 平成３０年度 令和元年度

目標値 5,220 5,710 5,510

実績値 4,356 7,008 5,353

受益者１人当たりのコスト
（円、一般財源ベース） 286 437 251

アウトプット評価 （資源投入（インプット）により産出した活動（サービス））

活動指標名 布設延長 単位 m

受益者数 350,825 349,695 348,961

受益者負担額（千円） 89,101 84,689 90,469

受益者負担率（％） 30.3% 22.1% 27.1%

平成２９年度 平成３０年度 令和元年度

事業受益者 水道使用者（給水人口） 水道使用者（給水人口） 水道使用者（給水人口）



【１.基本情報】

【２.事業概要】

【３.支出（行政コスト）】
（１）人にかかるコスト

（２）物にかかるコスト

（３）総コスト

【４.収入】

【５.収支】

1,588,351

583,779

1,726,766

629,540

令和元年度決算額（千円）

1,696,471

971,300

収入内訳

1,066,931

79,531

21,869

計（D）=B+C

1,735,366

国庫支出金

市債 974,500 1,046,000

令和元年度額(千円）減価償却費
【施設管理】※

（C）

平成２９年度額（千円）

県支出金

使用料・手数料

平成２９年度決算額（千円） 平成３０年度決算額（千円） 令和元年度決算額（千円）総事業費（E）
＝A+D

1,637,762 1,620,634

事 業 名

担当部名 上下水道事業部 担当課名

誰に
（対象者・対

象者数）

配水管布設替工事

上水道事業課

- 2 - 0 - 0

実施方法

水道利用者

実施期間

安定した水道水の供給及び地震等災害時の被害を最小化することで、安全で安心して暮らせ
る都市生活を確保する。

事業の内容

根拠法令
　関連計画※

未来地図政策

年度年度～

持続可能な都市基盤づくりの推進 政策コード 6

昭和63

事
業
の
対
象

人件費（千円） 人日（人） 人件費（千円） 人日（人）

老朽化している水道管

安全・安心で安定した水の供給が確保できるようにする。

令和元年度
（実施内容） 老朽管の布設替え　L= ２０，６１８ m を実施した。

平成２９年度決算額 平成３０年度決算額 令和元年度決算額

人件費（千円） 人日（人）

事業の目的

経年劣化や過去の破裂、破損等を基に管路状況を判定するとともに、老朽化した配水管の更
新を他の事業体が行う工事とも連携を図りながら実施する。

108,120106,1323,079

0

3,1803,348

0

108,1203,34897,604 3,079

0

令和元年度決算額（千円）平成２９年度決算額（千円）

0

1,588,351

平成２９年度決算額（千円） 平成３０年度決算額（千円）

0

3,180

令和元年度決算額（千円）

491,810

その他

計（Ｆ）

市負担額一般
財源（E－Ｆ）

平成３０年度決算額（千円）

直接経費
【直接事業費】

（Ｂ）

計（Ａ）

直接事業費の主
な内訳

項
目

106,132

1,637,762 1,620,634

平成３０年度額(千円）

1,234,956

平成２９年度決算額（千円）

165,556

平成３０年度決算額（千円）

平成３０年度決算額（千円）

平成２９年度決算額（千円）

事業評価シート 1940030 _

1,151,587

23,400

002番号

水道法

直営 補助の種類※ 実施主体 岐阜市

令和元年度決算額（千円）

16,100

155,218

97,604正規職員

何を

どのくらい
（具体的
数値で）

アルバイト 0

嘱託職員



【６.コストバランス】

【７.指標】

【８.評価】

平成２９年度 平成３０年度 令和元年度

事業受益者 水道使用者（給水人口） 水道使用者（給水人口） 水道使用者（給水人口）

受益者数 350,825 349,695 348,961

受益者負担額（千円） 0 0 0

受益者負担率（％） 0.0% 0.0% 0.0%

受益者１人当たりのコスト
（円、一般財源ベース） 1,664 1,406 1,804

アウトプット評価 （資源投入（インプット）により産出した活動（サービス））

活動指標名 布設延長 単位 m

平成２９年度 平成３０年度 令和元年度

目標値 25,587 25,980 24,220

実績値 25,330 24,379 20,618

アウトカム評価 （アウトプットによりもたらされた成果）

成果指標名 - 単位 -

平成２９年度 平成３０年度 令和元年度

目標値 - - -

実績値 - - -

評価項目 評価 理由（可能な限り定量的又は定性的な指標を用いて説明）

　公平性
 （受益者及び受益者負担は適正か）

　※【２】【６】【７】から
高

原則、受益者が使用量に応じて負担する事業であるため、公平性は
高い。

 〔総合評価〕
 （現状維持・改善（統合・縮小含む。）・廃止）

現状
維持

老朽化した管路の更新のため必要不可欠な事業であり継続するが、
工事の発注時期の平準化のため、発注方法、発注規模等の検討を
行っていく。

　必要性
 （①目的が市民・社会のニーズに合っているか）

 （②事業を市が担う必要があるか（民間・国・県））

　※【１】【２】から

高

安定した水道水の供給及び地震等災害時の被害の最小化により、
安全で安心して暮らせる都市生活を確保するための事業であり、必
要性は高い。

国からの認可を受け市が実施する事業である。

　効率性
 （①費用対効果）
 （②他に効率的な方法がないか

　　　　　　　　　　　　 （広域・民間活用・市民協働））

　※【１】【３】【４】【５】【６】から

高

計画的に事業を実施しているため、効率性は高い。

国からの認可を受け市が実施する事業である。

　有効性
 （期待した効果が得られたか

　又は計画した将来に効果が得られる見込か）

　※【２】【７】から

高

西郷地区において、H27年度末の有収率が５６％であったが、
H28,H29年度に集中的に布設替工事を実施したところH30年度末の
有収率は８８％に上昇した。
老朽化した水道管の更新を行うことは有収率の向上の他、破裂事故
の減少、耐震化を図ることに繋がるため、有効性は高い。


